
デ
ジ
タ
ル
革
新
に
代
表
さ
れ
る
技
術
的
変
化
や
、

世
界
の
経
済
・
地
政
学
的
変
化
、
地
球
規
模
課
題
の

深
刻
化
に
よ
る
人
々
の
価
値
観
や
考
え
方
の
変
化
な

ど
新
し
い
波
が
押
し
寄
せ
る
な
か
、
創
造
社
会
「So-

ciety
5.0

」
を
実
現
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
変
化
に
対
応
し
自
ら
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す

こ
と
の
で
き
る
、
高
度
で
多
様
な
価
値
観
や
個
性
を

持
つ
人
材
の
育
成
と
、
そ
う
し
た
人
材
が
活
躍
で
き

る
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

４
月
２２
日
、
採
用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す
る

産
学
協
議
会
は
「
中
間
と
り
ま
と
め
と
共
同
提
言
」

を
公
表
し
た
。
同
協
議
会
は
、
昨
年
１２
月
の
経
団
連

の
提
案
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
、
経
団
連
と
国
公
私

立
大
学
の
ト
ッ
プ
に
よ
る
継
続
的
な
対
話
の
枠
組
み

で
あ
る
。
今
年
１
月
３１
日
の
第
１
回
会
合
の
後
、
３

つ
の
分
科
会
を
設
け
て
、Society

5.0

時
代
の
人
材

に
求
め
ら
れ
る
能
力
と
必
要
な
大
学
教
育
、
企
業
の

採
用
や
処
遇
の
あ
り
方
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
人

材
育
成
に
つ
い
て
、
現
状
の
課
題
、
今
後
の
改
革
の

方
向
性
、
産
学
が
協
働
し
て
取
り
組
む
ア
ク
シ
ョ
ン

を
集
中
的
に
検
討
し
、
認
識
を
共
有
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
そ
れ
ら
の
認
識
を
大
学
、
学
生
、

企
業
、
国
、
地
方
自
治
体
、
教
育
関
係
者
な
ど
と
広

く
共
有
す
る
と
と
も
に
、
関
係
各
方
面
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
具
体
的
な
ア
ク
シ

ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
。

「
中
間
と
り
ま
と
め
と
共
同
提
言
」

〜
共
有
さ
れ
た
認
識

―
―S

o
ciety

5.0

時
代
に
求
め
ら
れ
る
人
材
と

大
学
教
育

Society
5.0

時
代
の
人
材
に
は
、
最
終
的
な
専
門

分
野
の
文
系
・
理
系
を
問
わ
ず
、
数
理
的
推
論
・
デ

ー
タ
分
析
力
、
論
理
的
文
章
表
現
力
、
外
国
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
の
リ
テ
ラ
シ
ー
に
加
え
、

論
理
的
思
考
力
と
規
範
的
判
断
力
、
課
題
発
見
・
解

決
力
、
未
来
社
会
の
構
想
・
設
計
力
、
さ
ら
に
高
度

専
門
職
に
必
要
な
知
識
・
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
を
身
に
付
け
る
に
は
基
盤
と
な
る
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
が
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
能
力
の
育
成
に
は
、
初
等
中
等
教
育
段

階
か
ら
の
継
続
的
な
関
与
を
要
す
る
。
ま
た
、
現
行

の
採
用
日
程
に
基
づ
く
実
質
３
年
間
の
大
学
教
育
で

は
不
十
分
で
あ
り
、
大
学
院
レ
ベ
ル
ま
で
の
教
育
を

重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
加
え
て
、
社
会
人
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
分
析
や
統
計
学
、

規
範
論
等
の
領
域
に
お
い
て
双
方
向
型
・
対
話
型
の

提

言
採
用
と
大
学
教
育
の

未
来
に
関
す
る
産
学
協
議
会

「
中
間
と
り
ま
と
め
と
共
同
提
言
」
副会長／教育・大学改革
推進委員長／第一生命
ホールディングス会長

渡邉光一郎
わたなべ こういちろう

副会長／教育・大学改革
推進委員長／東京ガス
相談役

おかもと つよし

岡本 毅
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教
育
を
担
え
る
教
員
不
足
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
実
践

的
な
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型（
課
題
解
決
型
）教
育
に
お
け
る
産
学

連
携
の
拡
充
な
ど
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

企
業
に
は
、
学
生
が
修
士
・
博
士
課
程
に
進
学
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
学
修
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
な
柔
軟
な
採
用
や
人
事
評
価
制
度
へ
の
変
革
が

求
め
ら
れ
る
。

―
―

今
後
の
採
用
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方

世
界
規
模
で
激
し
く
か
つ
不
連
続
に
変
化
す
る

Society
5.0

時
代
に
お
い
て
は
、
企
業
内
教
育
を
前

提
と
し
た
新
卒
一
括
採
用
に
よ
る
雇
用
形
態
の
み
で

は
、
企
業
の
持
続
的
成
長
や
わ
が
国
の
発
展
は
困
難

で
あ
る
。
今
後
は
、
学
生
の
学
修
経
験
時
間
の
確
保

を
前
提
に
、
新
卒
一
括
採
用
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型

採
用
に
加
え
、
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
を
念
頭
に
置
い
た
採

用
も
含
め
、
学
生
個
人
の
意
志
に
応
じ
た
、
複
線
的

で
多
様
な
採
用
形
態
に
、
秩
序
を
も
っ
て
移
行
す
べ

き
で
あ
る
。
学
生
の
就
職
に
対
す
る
意
識
に
も
変
革

が
求
め
ら
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
し
て
は
、現
在
、多
様
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
る
な
か
、
学
生
・
企
業
・

大
学
が
抱
く
期
待
に
少
な
か
ら
ず
隔
た
り
が
生
じ
て

い
る
。
ま
ず
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
本
来
の
目
的
、

内
容
等
に
つ
い
て
、
産
学
お
よ
び
社
会
的
な
共
通
認

識
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
ワ
ン
デ
ー
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
教
育
的
意
義
を
持
つ
も
の

と
は
区
別
し
て
別
の
呼
称
と
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
得
た
学
生
情
報
の
採
用
選
考

活
動
へ
の
活
用
等
に
つ
い
て
は
、
大
学
側
・
企
業
側

双
方
か
ら
賛
否
が
あ
り
、
継
続
し
て
検
討
す
る
。

―
―

地
域
活
性
化
に
資
す
る
人
材

Society
5.0

時
代
に
地
域
が
求
め
る
人
材
像
は
、

国
レ
ベ
ル
で
も
地
域
レ
ベ
ル
で
も
大
き
な
差
異
は
な

い
。
他
方
、
地
域
を
支
え
る
観
点
か
ら
は
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
ち
な
が
ら

地
域
の
視
点
に
立
ち
、
地
域
固
有
の
資
源
と
専
門
知

識
を
活
用
し
な
が
ら
解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
、
新

た
な
価
値
を
創
造
し
、
国
内
外
に
発
信
で
き
る
人
材

が
求
め
ら
れ
る
。

地
域
が
直
面
し
て
い
る
最
大
の
課
題
は
、
大
都
市

圏
へ
の
人
材
流
出
が
激
し
く
人
材
の
還
流
が
少
な
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
解
決
に
向
け
て
は
、
地
域
の
大

学
と
企
業
が
連
携
し
て
、
地
域
の
魅
力
あ
る
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
学
生
と
の
接

点
を
積
極
的
に
提
供
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
他
方
、

多
様
な
人
材
を
呼
び
込
む
た
め
に
、
地
域
の
魅
力
、

優
位
性
、
可
能
性
を
内
外
に
継
続
的
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
特
有
の
資
源

と
革
新
技
術
と
を
融
合
し
、
地
域
の
大
学
が
有
す
る

産
業
発
展
・
新
産
業
創
出
に
つ
な
が
る
人
材
の
育
成

と
活
用
に
向
け
た
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。
あ
わ
せ

て
、
地
域
の
大
学
の
運
営
資
金
の
確
保
、
地
域
の
大

学
間
連
携
の
強
化
も
重
要
で
あ
る
。

当
面
の
政
府
へ
の
要
望
事
項

共
同
提
言
で
は
、
政
府
に
対
す
る
当
面
の
要
望
と

し
て
、
�
文
理
融
合
の
学
部
や
教
育
研
究
課
程
を
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
新
設
で
き
る
よ
う
、中
教
審（
中

央
教
育
審
議
会
）に
お
け
る
大
学
設
置
基
準
お
よ
び

認
証
評
価
制
度
の
見
直
し
を
迅
速
化
す
る
こ
と
、
�

Ａ
Ｉ
、
数
理
統
計
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
人
材
育
成

に
向
け
て
学
部
新
設
を
政
策
的
に
進
め
、
ま
た
、
統

計
学
を
教
え
ら
れ
る
専
門
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
、

�
個
人
・
法
人
か
ら
大
学
へ
の
寄
附
促
進
に
向
け
、

一
定
の
寄
附
金
の
税
額
控
除
を
拡
充
す
る
な
ど
の
措

置
を
検
討
す
る
こ
と
、
�
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
事

業
へ
の
政
府
補
助
を
継
続
す
る
こ
と
、
の
４
点
を
求

め
て
い
る
。

共
同
提
言
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
５
月
の
未
来
投

資
会
議
に
お
い
て
中
西
宏
明
会
長
よ
り
報
告
し
た
ほ

か
、
宮
腰
光
寛
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
を
訪
ね
て
説

明
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
よ
る
産
学
の
共
通

理
解
を
ベ
ー
ス
に
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
、

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
内
容
を
検
討
し
、

実
行
に
移
し
て
い
く
。

※本提言については、http://www.keidanren.or.jp/policy/2019/037.html参照

図表 Society 5.0時代に求められる能力

高度専門職に必要な知識と能力

リテラシー
数理的推論・データ分析力、論理的文章表現力、外国語コミュニケーション力 など

�１つの専門分野を深く学ぶことにより得られる「思考のフレームワーク」「論理的な考え方」
�望ましい社会や企業を考え得る「規範的判断力」
�文理の枠を超えた他分野への関心と学び、幅広く柔軟な思考力、クリティカル・シンキング

論理的思考力と規範的判断力
リベラルアーツ教育を通じて涵養

忍耐力やリーダーシップ、チームワーク、学び続ける力など

未来社会の構想・設計力
�パラダイムシフト先を見据え、ロード
マップを描ける力

�規範的に望ましい未来を構想し、その
ために必要なことを優先順位をつけ
て行動する力相互に

関連

課題発見・解決力
�在学時に現実社会の課題解決に取
り組んだ経験
�課題解決に向けて自ら行動し、発信
する力
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